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令和２年３月６日 

福祉部障害者施策課 

江東区地域生活に関する調査集計結果概要 

（令和元年度障害者実態調査） 

 
 
Ⅰ 目的・回収率 
１ 調査票の目的 

江東区では、すべての区民の方々が、住み慣れた地域の中で、その人らしく、健康

で豊かな暮らしを送ることができるように、障害者福祉施策を推進している。 
「令和元年度 江東区 地域生活に関する調査」は、障害のある方の生活実態やど

のような福祉サービスを利用したいかを把握し、地域生活の実態ならびに課題等を把

握・整理し、「第６期江東区障害福祉計画」及び「第２期江東区障害児福祉計画」（令

和３～５年度）策定の基礎資料とするとともに、今後の施策の在り方を検討するため

に実施した。 
 
２ 調査票の回収率                     
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 調査回答者（個人調査） 
  本調査は、障害者（児）当事者が回答することが原則だが、困難な場合には、家族

の代理回答でも可とした。 
〔単位：％〕 

 
 
 
 
 

区分 配付件数 回収件数 回収率（％） 
障害者（児）当事者 4,941 2,305 46.7 
サービス提供事業所 192 121 63.0 
障害者団体 34 27 79.4 

合 計 5,167 2,453 47.5 

障害種別 当事者が回答 
（介助なし） 

当事者が回答 
（介助あり） 

家族の 
代理回答 その他 無回答 

身体障害 67.1 9.2 19.4 0.8 3.6 
知的障害 16.2 20.1 57.2 0.6 5.9 
精神障害 73.0 9.3 12.6 0.7 4.3 
重症心身障害 － － 86.5 1.9 11.5 
発達障害 － － 100 － － 
高次脳機能障害 41.2 35.3 23.5 － － 
難病 82.5 4.7 9.8 0.6 2.4 

平 均 55.5 11.3 28.1 0.7 4.3 

参考 2
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Ⅱ 障害者（児）本人 
 
１ あなた（障害者本人）について 
 
（１） 年齢 
 
設問 あなた（ご本人）の年齢は、何歳ですか。 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）18歳未満 （２）18～29歳 （３）30～49歳 （４）50～64歳 （５）65歳以上 （６）無回答

24.3% 8.1% 19.0% 14.8% 29.8% 4.0%全体：n=2305

2.2%

28.5%

1.9%

100.0%

0.9%

23.1%

0.8%

23.0%

9.1%

2.7%

30.8%

5.9%

4.1%

31.6%

43.0%

16.3%

25.0%

23.5%

10.5%

8.2%

30.1%

28.5%

9.6%

52.9%

76.7%

4.1%

11.7%

47.8%

17.6%

5.6%

4.5%

4.3%

3.9%

11.5%

①身体：n=589

②知的：n=512

③精神：n=419

④発達：n=379

⑤難病：n=337

⑥重心：n=52

⑦高次：n=17
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２ お仕事や学校生活について 

 

（１） 仕事の困りごと 

 

設問 仕事をする上で困っていることはありますか。 

 

 
 
 
  

①身体：n=116 ②知的：n=105 ③精神：n=125 ⑤難病：n=121全体：n=467

10.3%

19.3%

2.4%

5.4%

12.0%

8.8%

9.9%

4.3%

16.3%

7.8%

8.6%

2.6%

0.9%

11.2%

3.4%

8.6%

4.3%

17.2%

5.7%

30.5%

1.0%

1.9%

15.2%

3.8%

5.7%

4.8%

18.1%

16.8%

27.2%

0.8%

6.4%

12.8%

16.0%

15.2%

6.4%

12.0%

9.9%

11.6%

5.0%

11.6%

9.1%

10.7%

9.1%

1.7%

18.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

（1） 仕事内容が、自分の能力や

希望に合っていない

（2） 上司や同僚、取引相手との

コミュニケーションの取り方が難しい

（3） 職場のバリアフリー化が

不十分である

（4） 勤務時間（短時間勤務やシフト）

などの配慮が不十分である

（5） 通勤距離・時間、通勤時の

混雑が負担に感じる

（6） 定期的な通院や健康管理

との両立が難しい

（7） 職場に相談できる人がいない

（8） 職場のことを相談する

人や場所がない

（9） その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（２） 今後の希望について 
 
設問 今後どのような目標がありますか。 ※一般就労者 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①身体：n=116 ②知的：n=105 ③精神：n=125 ⑤難病：n=121全体:n=467

78.6%

8.1%

5.1%

4.3%

76 .7%

2 .6%

7 .8%

1 .7%

83 .8%

7 .6%

0 .0%

2 .9%

71 .2%

16 .8%

8 .0%

9 .6%

83 .5%

5.0%

4 .1%

2 .5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

（1） 今の仕事を続ける

（2） 会社等に転職する

（3） 自宅で働く

（家業を継ぐ、在宅就業など）

（4） その他

0% 25% 50% 75% 100%
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３ 社会参加やコミュニケーションについて 
 
（１） コミュニケーションの心配事 

 
設問 日常的なコミュニケーションの際に心配なことは何ですか。 

 

 

 

①身体：n=354 ②知的：n=521 ③精神：n=406

⑤難病：n=234 ⑦高次：n=20④発達：n=387 ⑥重心：n=38

全体

40 .6%

11 .4%

6 .6%

12 .2%

16 .1%

13 .2%

35 .3%

19 .5%

4 .2%

2 .3%

13 .6%

25 .1%

51 .2%

11 .5%

7 .5%

12 .9%

13 .2%

3 .6%

35 .7%

6 .7%

11 .8%

15 .5%

18 .7%

11 .6%

37 .5%

10 .1%

2 .8%

22 .0%

22 .2%

5 .4%

33 .8%

9 .8%

5 .1%

4 .7%

13 .7%

32 .9%

71 .1%

5 .3%

5 .3%

7 .9%

2 .6%

7 .9%

35 .0%

15 .0%

10 .0%

15 .0%

15 .0%

10 .0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

（1）自分の思っていることを

うまく相手に伝えられない

（2）読み書きが苦手

（3）大きな音や特定の音に

敏感に反応してしまう

（4）感情のコントロールが苦手

（5）相手がどのように感じて

いるのか理解するのが難しい

（6）その他

0% 25% 50% 75% 100%

 1960 ①身体：n=354
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４ 福祉に関する情報、相談先について 

 

（１） 福祉サービス利用で区役所などへ相談しやすくするには 

 
設問 福祉サービスの利用について、区役所などへ相談しやすくするには、どのようなことが必要

だと思いますか。 

 

 

全体:n=1990

38.9%

11.8%

17.2%

23.6%

17.1%

28.5%

21.7%

25.1%

20.3%

4.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0%

（1）電話での相談

（2）FAXやメールでの相談

（3）相談員などが

自宅を訪問する

（4）夜間や休日にも相談

できるようにする

（5）障害者や家族など、同じ立場の

人による相談

（ピアカウンセリング、ピアサポート）

（6）さまざまな相談に

対応できる

ワンストップ窓口

（7）専門性の高い相談

（8）相談窓口に関する

情報提供

（9）かかりつけ医

からの情報提供

（10）その他

0% 25% 50% 75%
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５ 福祉サービスの利用について 

 

（１） サービスの満足度 

 

設問 利用しているサービスの量や質に満足していますか。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）満足している （2）ほぼ満足している （3）どちらともいえない

（4）やや不満である （5）不満である

21.2%

16.4%

19.0%

22.0%

15.6%

17.1%

23.1%

35.3%

35.4%

21.6%

43.3%

32.6%

46.3%

46.2%

31.5%

31.1%

47.8%

22.8%

44.7%

9.8%

30.8%

8.7%

11.8%

7.1%

8.2%

4.3%

22.0%

0.0%

3.3%

5.2%

4.5%

3.7%

2.8%

4.9%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

①身体：n=241

②知的：n=347

③精神：n=268

④発達：n=268

⑤難病：n=141

⑥重心：n=41

⑦高次：n=13

0% 25% 50% 75% 100%
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６ 暮らしについて 

 

（１） 暮らし向きについて 
 

設問 現在の暮らし向き（家計の状況）について、どう感じていますか。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）ゆとりがある （2）ややゆとりがある （3）普通（どちらともいえない）

（4）やや苦しい （5）苦しい

5.3%

4.7%

6.9%

5.4%

7.7%

2.2%

10.1%

10.1%

9.5%

6.4%

17.2%

7.0%

4.7%

18.8%

50.2%

52.1%

55.2%

35.7%

51.9%

53.7%

69.8%

31.3%

21.0%

21.6%

16.2%

26.0%

17.2%

25.6%

16.3%

31.3%

13.4%

11.5%

12.1%

26.5%

6.1%

11.5%

9.3%

18.8%

0% 25% 50% 75% 100%

全体：n=2138

①身体：n=537

②知的：n=462

③精神：n=389

④発達：n=378

⑤難病：n=313

⑥重心：n=43

⑦高次：n=16
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（２） 将来の暮らし希望 

 

設問 将来どのような暮らしを希望していますか。 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.0% 48.9% 11.1% 8.9% 11.1%

0% 25% 50% 75% 100%

⑥重心：n=45

（1）住み慣れた地域の中で暮らす（介護が可能な親族の家など）

（2）区内に施設があれば、入所施設での生活 （3）区外でも良いので、入所施設での生活

（4）わからない （5）その他

（1）親元から独立した生活（ひとり暮らし、結婚など）

（2）親や親族のもとでの生活

（3）グループホームでの生活

（4）区内に施設があれば、入所施設での生活

（5）区外でも良いので、入所施設での生活

（6）わからない

（7）その他

7.1%

16.5%

30.7%

14.9%

18.8%

14.1%

24.5%

17.6%

16.3%

31.3%

2.6%

15.9%

1.6%

2.1%

6.3%

14.1%

15.5%

4.4%

5.3%

12.5%

5.8%

4.3%

3.4%

3.2%

6.3%

36.6%

20.0%

33.6%

37.2%

18.8%

19.7%

3.3%

8.8%

20.9%

6.3%

0% 25% 50% 75% 100%

①身体：n=467

②知的：n=490

③精神：n=387

⑤難病：n=282

⑦高次：n=16
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７ 災害時の支援について 
 
（１） 災害時に必要な支援 
 

設問 災害時には、どのような支援が必要ですか。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.0%

67.5%

4.4%

66.4%

39.7%

12.6%

30.3%

9.2%

32.5%

4.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

①身体：n=507 ②知的：n=459

48.9%

43.4%

12.8%

57.6%

48.1%

25.2%

31.0%

17.9%

27.0%

3.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

（1）情報提供・通信手段への配慮

（文字や音声による情報など）

（2）落ち着ける場所の提供

（個室、静かな場所など）

（3）医療機器（人工呼吸器等）使用

のための電源確保

（4）安全な場所への誘導・移動の支援

（5）避難所などにおける、

誰でもトイレの設置

（6）医薬品の処方や人工透析が

受けられる医療機関情報の提供

（7）仮設住宅への優先入居、

仮設住宅のバリアフリー化

（8）障害に応じた物資の確保

（ミキサー食、ストマ用装具等）

（9）身の回りの介護（介助）をしてくれる

人やカウンセラーの配置

（10）その他

0% 25% 50% 75% 100% 0% 25% 50% 75% 100%



11 
 

８ 障害者施策について 
 
（１） 江東区のサービスの変化 
 

設問 江東区の福祉サービスは、3 年ほど前（平成 28 年頃）より良くなってきていると思います

か。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）かなり良くなったと思う （2）少し良くなったと思う （3）どちらともいえない

（4）少し低下したと思う （5）かなり低下したと思う

4.9%

8.3%

4.6%

4.0%

4.3%

2.3%

0.0%

11.8%

17.0%

20.8%

18.1%

9.5%

20.2%

13.6%

23.1%

23.5%

71.7%

66.9%

67.9%

79.5%

71.3%

79.8%

51.3%

58.8%

4.4%

3.5%

7.1%

4.3%

2.1%

3.5%

12.8%

2.0%

0.5%

2.3%

2.6%

2.1%

0.8%

12.8%

5.9%

0% 25% 50% 75% 100%

全体：n=1823

①身体：n=399

②知的：n=436

③精神：n=347

④発達：n=327

⑤難病：n=258

⑥重心：n=39

⑦高次：n=17



12 
 

９ 障害者スポーツについて 

 

（１） スポーツ・レクレーションを行う頻度 
 

設問 スポーツ・レクリエーションを１年間に何日くらい行いますか。（学校の授業・行事、部活

動を除く） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

68

26

11

11

9

11

136

41

16

16

43

16

4

395

91

72

37

147

44

1

3

205

29

71

33

41

24

5

2

58

8

15

10

16

7

2

78

17

24

15

8

10

3

1

1173

303

255

262

112

202

32

7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体:n=2113

①身体:n=515

②知的:n=464

③精神:n=384

④発達:n=376

⑤難病:n=314

⑥重心:n=43

⑦高次:n=17

（1）ほぼ毎日 （2）週に3～5日 （3）週に1～2日 （4）月に1～3日

（5）3ヶ月に1～2日 （6）年に1～3日 （7）スポーツ・運動を行っていない
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１０ 共生社会の実現について 

 

（１） 共に生活できる地域社会の実現 

 
設問 「共生社会の実現」のためにはどのようなことが大切だと考えますか。 

※大切だと回答した項目が 10％以上のものを掲載 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

48.6%

23.2%

20.4%

17.9%

17.4%

16.4%

13.5%

12.6%

12.2%

11.2%

10.1%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0%

（1）近隣住民の理解と協力

（17）経済的支援

（13）小中学校等での障害理解に関する学

習、交流学習の充実

（18）障害があっても、手助けしたり役に立つ

ことのできる機会の創出・提供・紹介

（14）障害者、高齢者等に配慮した「やさしい

まちづくり」の推進

（8）身近な相談窓口の設置、充実

（9）障害者就労支援の強化、仕事の開拓、企

業開拓

（7）保健・医療・福祉のネットワーク

（6）介護職等の福祉サービスを支える人材の

育成確保

（4）地域の見守りネットワーク

（15）物理的、制度、情報、意識等、様々なバ

リアフリー化

全体：n=2015

0% 25% 50% 75%



14 
 

１１ 介護（介助・支援）者について 

 

（１） 主たる介護者の続き柄 

 
設問 主たる介護者の方の続柄（ご本人様から見た関係） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）1-5以外の親せき

（7）その他

（1）親（両親または父、母） （2）配偶者（夫または妻）

（3）子ども （4）兄弟姉妹

（5）祖父・祖母

52.0%

13.6%

86.5%

34.4%

11.6%

86.0%

50.0%

23.7%

52.8%

1.2%

21.7%

68.1%

40.0%

10.5%

25.6%

3.8%

5.7%

14.5%

7.0%

3.9%

2.5%

4.4%

3.8%

4.3%

4.7%

10.0%

0.4%

0.5%

0.6%

0.6%

1.0%

0.9%

8.9%

4.0%

2.6%

34.4%

1.4%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体:n=819

①身体:n=199

②知的:n=341

③精神:n=157

⑤難病:n=69

⑥重心:n=43

⑦高次:n=10

0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10.0%
10.0%

10.0%
10.0%

10.0%

10.0%
10.0%

10.0%

10.0%
10.0%
10.0%
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（２） 介護時間 

 
設問 主たる介護者の方の１日の平均的な介護（介助）の時間数 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）10－15時間

（7）15時間以上

（1）2時間未満 （2）1－2時間

（3）2－4時間 （4）5－6時間

（5）7－10時間

75.7%

83.5%

53.2%

85.7%

90.5%

34.0%

58.8%

2.3%

2.4%

3.6%

1.2%

1.8%

5.9%

3.7%

2.7%

5.5%

3.6%

2.1%

6.0%

5.9%

4.5%

3.3%

9.1%

2.4%

1.8%

4.0%

17.6%

5.7%

1.9%

14.8%

2.7%

0.6%

16.0%

11.8%

2.0%

2.1%

3.8%

1.0%

4.0%

6.1%

4.1%

9.9%

3.4%

3.1%

36.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体:n=1883

①身体:n=583

②知的:n=494

③精神:n=412

⑤難病:n=327

⑥重心:n=50

⑦高次:n=17

0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10.0%

10.0%

10.0%
10.0%
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Ⅲ サービス提供事業所 
 
１ 事業所について 
 
（１） 事業所の経営主体 
 
設問 貴事業所の経営主体について、教えてください。 

 

 
 
 

39

4

23

51

2

1

0 10 20 30 40 50 60

a.社会福祉法人

b.医療法人

c.一般社団法人・一般財団法人

d.NPO法人

e.株式会社・有限会社

f.合同会社等

g.その他

h.個人経営
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２ サービスの提供について 
 
（１） サービスを提供する上での課題 
    
設問 貴事業所で、サービスを提供する上で課題となっていることを教えてください。 

 

 

f.合同会社等：n=2

g.その他：n=1

a.社会福祉法人：n=39 b.医療法人：n=0

c.一般社団法人・一般財団法人：n=4 d.NPO法人：n=23

e.株式会社・有限会社：n=51

h.個人経営：n=0

25.6%

43.6%

0.0%

7.7%

51.3%

23.1%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

43.5%

8.7%

0.0%

4.3%

17.4%

13.0%

41.2%

7.8%

0.0%

17.6%

33.3%

31.4%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

（1）量的に、利用者の希望どおり

提供できていない

（2）質的に、利用者の希望どおり

提供できていない

（3）契約やサービス内容についての説明

が十分できていない

（4）利用者や家族とのコミュニケーション

が難しい

（5）困難事例への対応が難しい

（6）休日や夜間の対応が難しい
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f.合同会社等：n=2

g.その他：n=1

a.社会福祉法人：n=39 b.医療法人：n=0

c.一般社団法人・一般財団法人：n=4 d.NPO法人：n=23

e.株式会社・有限会社：n=51

h.個人経営：n=0

15.4%

0.0%

64.1%

17.9%

2.6%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

30.4%

0.0%

30.4%

34.8%

8.7%

29.4%

2.0%

29.4%

9.8%

13.7%

50.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

100.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

（7）変更やキャンセルが多い

（8）苦情やトラブルが多い

（9）人員が足りない（国の基準では

人員が足りない）

（10）その他

（11）特にない



19 
 

３ 事業所運営について 
 
（１） 事業所を経営していく上での課題 
 
設問 貴事業所を経営していく上での課題を教えてください。 

 

 

f.合同会社等：n=2

g.その他：n=1

a.社会福祉法人：n=39 b.医療法人：n=0

c.一般社団法人・一般財団法人：n=4 d.NPO法人：n=23

e.株式会社・有限会社：n=51

h.個人経営：n=0

89.7%

69.2%

84.6%

48.7%

53.8%

43.6%

66.7%

100.0%

100.0%

100.0%

25.0%

25.0%

75.0%

75.0%

87.0%

60.9%

78.3%

60.9%

47.8%

56.5%

69.6%

80.4%

54.9%

76.5%

15.7%

33.3%

31.4%

58.8%

100.0%

100.0%

50.0%

50.0%

100.0%

50.0%

100.0%

100.0%

0.0%

100.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

（1）スタッフの確保

（2）スタッフの待遇改善

（3）スタッフの資質向上

（4）施設・設備の改善

（5）利用者・家族とのコミュニケー

ションの取り方

（6）制度改正などへの対応

（7）事務作業量の軽減
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f.合同会社等：n=2

g.その他：n=1

a.社会福祉法人：n=39 b.医療法人：n=0

c.一般社団法人・一般財団法人：n=4 d.NPO法人：n=23

e.株式会社・有限会社：n=51

h.個人経営：n=0

66.7%

41.0%

53.8%

51.3%

51.3%

0.0%

0.0%

75.0%

25.0%

100.0%

100.0%

25.0%

0.0%

0.0%

52.2%

39.1%

39.1%

47.8%

30.4%

0.0%

0.0%

43.1%

41.2%

41.2%

35.3%

15.7%

0.0%

2.0%

50.0%

100.0%

50.0%

50.0%

100.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

（8）収益の確保、運転資金の調達

（9）他の事業者との連携

（10）行政との連携

（11）医療機関との連携

（12）地域の理解

（13）その他

（14）特に課題はない
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Ⅳ 障害者団体 

１ 各団体に共通した主な意見 
（１） 住まい 

区内グループホームが不足している。重度障害のある方が入れるグループホームも

必要。民間だけでの設置は困難なため、公有地の活用、建物等の貸与や独自補助等を

実施し整備を推進してほしい。 
  
（２） 福祉サービス 

サービス・制度の分かりやすい情報提供及び手続きの簡素化が求められている。 
障害者本人の高齢化により、介護保険サービス利用への移行が円滑に行えるよう関

係者の情報共有・連携が必要。 
 

（３） 就労 
就労移行支援については利用者の適性を見極めて企業に紹介しているが、定着へ繋

げる継続的な支援が重要。 
 

（４） 保健・医療 
医療的ケアのある方への福祉サービスの充実。 
医療と福祉サービスとの情報共有・連携が必要。 
 

（５） 保育・教育 
保育園では障害のあるこどもの受け入れが広がっているが、先生の理解が十分ではない

部分もあるので、保育現場との連携し理解を深めていく必要がある。 
 
（６） 生活環境（バリアフリーなど） 

おむつ交換や着替えのできる公共施設やトイレが不足しているほか、多目的トイレ

等へのユニバーサルベッドの設置が必要。 

 
（７） 理解と交流 

まだまだ障害理解が十分ではない現実があるので、地域住民から始めて、もっと障

害について知ってもらいたい。 

 
（８） 相談支援・情報提供体制 

相談支援事業所が不足している。 
外国の利用者が多くなってきており、コミュニケーションが難しい。特に専門的な

話はニュアンスが難しいため、通訳の人を入れてほしい。 
 

（９） その他 
台風の時に小学校に避難したが、落ちついて過ごすことが難しく帰らざるをえなか

ったり、廊下に案内されたりということもあった。障害のある方のために別部屋で専

用の教室を確保してもらえるとありがたい。 
 


